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三学期が始まりました。お正月はどうでしたか？ 

友達に会うのが楽しみで登校できましたか？ 

なんとなく、学校が始まるのがやだなーと思った人もいたかもかも 

しれませんね。 

今年もこころの鈴では、みなさんからの相談を待っています。 

誰にでも「こころ」が苦しくなる時があるから・・・一人で抱え続けないでね 

悩みを聞いてくれる人が必ずいます。誰にも話せなかったら・・・ 

こころの鈴を思い出してください 

 自分の進路が 

   決まらず 

  不安です 

学校や部活が 

忙しい。家でも 

ゆっくりできない 

 クラスに話せる 

 友だちがいない 

  授業に 

 集中できない。 

 テストが心配 

   自分の 

  苦しさを 

 わかってほしい 

 新しい環境に 

  慣れにくく 

  不安です 

人目が気になっ

てしまう 

 こころの鈴では一所懸命に皆さんのお話を聞かせ

ていただきます。すっきりした気持ちになったり、解決

策が浮かぶかもしれません。私たちと一緒に考えま

しょう。 

あなたが秘密にしたいことは誰にも言わないよ。 

 



「こころの鈴 通信」についてのお問い合わせは 松本市役所 こども部 こども育成課 こども政策担当まで ℡ 0263-34-3291 

 

市役所 
松本城 

 
大手事務所２階 

こころの鈴 

松本市子どもの権利相談室『こころの鈴』   ～秘密は守ります～ 

● 受付時間    月～木・土曜日 午後１時～６時／金曜日 午後１時～８時 

● 場  所   松本市大手３－８－１３ 松本市役所大手事務所２階 

● 電話で相談  0 1 2 0 - 2 0 0 - 1 9 5 （無料） 

● 会って相談  こころの鈴までお越しいただくか、お電話をください。 

 

 特に大切にしている権利は４つあります。 

1番目は、「主体的に成長する権利」です。 

それは、子ども達が、「かけがえのない自

分が大切で尊い存在であることを

実感でき、主体的に成長していくこ

とができるよう支援されること」で

す。 

 自分らしく生きたり、自分を大切

に生活していくことが保障されてい

ます。 

自分の未来について「自分の意思」を大切

にするということも「主体的に成長する権

利」です。 

 自分の権利と同じように、同級生や友だち

にも権利があります。自分らしく生きていく

ためにも、自分の権利と同じように、相手の

権利も大切にしていきましょう。 

自分らしく生きるって 

どんなことだろう？ 

松本市子どもの権利に関する条例で、大切

にしている権利ってどんなことですか？ 

 例えば・・・ 

自分が好き ⇒ ひとも好き 

自分の思ったことを ⇒ 言うことが

できる 

差別を ⇒ されない 

いじめを ⇒ うけない 

感情を ⇒ 素直に表現できる 

夢を ⇒ 持つことができる 

教育を ⇒ 受けることができる 

趣味や遊びを ⇒ 楽しめる 

意見や行動を ⇒ 

失敗をした ⇒ 再びチャレンジでき

る 

あなたの「主体的に成長する権利」

を考えてみましょう 

   

  

  

  

 

こころの鈴に相談してくれた人の数は？相談方法は？ 

 

  小学生 41人                          

  中学生 29人    

  高校生 23人 

  親   90人  ※家事や家族の世話について相談したい人は 

  不明  17人       こころの鈴でお聞きします。 

電話での相談 117人 

面談     16人 

メール    43人 

2022年4月～12月 


